
地域公共交通の未来宇９

特集　最後にバスに乗ったのはいつですか 特集　最後にバスに乗ったのはいつですか

宇
城
市
の
バ
ス
の
現
状

　

バ
ス
は
、
電
車
に
比
べ
る
と
速
達

性
や
大
量
輸
送
の
点
で
は
劣
る
も
の

の
、
定
時
性
や
あ
る
程
度
の
輸
送
人

員
を
確
保
で
き
る
点
を
考
え
る
と
、

き
め
細
や
か
に
地
域
を
カ
バ
ー
で
き

る
公
共
交
通
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
熊
本
県
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
全
国
的
に
運
転
手
不
足
や
車

両
の
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

市
内
の
バ
ス
路
線

　

市
内
の
バ
ス
路
線
は
20
系
統
。

　

九
州
産
交
バ
ス
㈱
、産
交
バ
ス
㈱
、

熊
本
バ
ス
㈱
の
３
社
が
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

市
内
に
お
け
る
３
社
の
路
線
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

九
州
産
交
バ
ス

　

熊
本
市
内
と
松
橋
を
結
ぶ
路
線

産
交
バ
ス

　

松
橋
営
業
所
と
三
角
・
小
川
・
八

代
・
美
里
方
面
な
ど
を
結
ぶ
路
線

熊
本
バ
ス

　

松
橋
駅
や
豊
野
町
か
ら
城
南
町
を

経
由
し
交
通
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
路
線

バ
ス
利
用
者
と
補
助
金

　

宇
城
市
内
の
バ
ス
利
用
者
数
は
緩

や
か
に
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
の
影
響
で
大
き

く
減
少
し
、
ま
だ
回
復
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
補
助
金

額
が
増
え
て
い
ま
す
。
補
助
金
額

は
、
バ
ス
を
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
動
か

す
た
め
の
単
価
に
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
燃
料
価
格
が
上
が

れ
ば
そ
れ
に
伴
い
運
行
単
価
も
上
昇

し
ま
す
。
補
助
金
額（
赤
字
）の
拡
大

を
抑
制
す
る
に
は
、
こ
れ
以
上
利
用

者
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

バ
ス
の
補
助
は
大
き
く
分
け
る
と

２
種
類
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち「
国

庫
補
助
系
統
」は
、
運
行
経
費
か
ら

運
賃
収
入
を
差
し
引
い
た
額
が
赤
字

で
あ
る
場
合
に
、
国
や
県
か
ら
補

助
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ

の
補
助
を
受
け
る
に
は「
１
日
15
～

１
５
０
人
の
輸
送
量
」「
１
日
３
便
以

上
運
行
」な
ど
の
要
件
が
必
要
で
す
。

事
業
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

産
交
バ
ス
㈱　

三
角
営
業
所　

　
　
　
　
　
　
　

松
田
洋
之
介
所
長

│
路
線
バ
ス
の
役
割
と
は

松�

田　

主
に
、
自
家
用
車
を
使
わ
な

い
方
で
、
高
齢
者
や
学
生
、
体
の

不
自
由
な
方
の
移
動
手
段
と
し
て

使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

��

ま
た
、
三
角
町
で
は
小
・
中
学

校
の
統
廃
合
に
伴
い
、
一
部
地
域

で
は
小
・
中
学
生
の
通
学
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

│
こ
の
10
年
の
乗
客
数
の
変
化
は

松�

田　

マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
人
口
減

少
で
利
用
者
が
減
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
便
数
が
減
り
、
さ
ら
な
る

利
用
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
使
い
や
す
い
ダ
イ

ヤ
改
正
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

│
路
線
バ
ス
の
い
い
と
こ
ろ
は

松�

田　

地
域
の
状
況
に
応
じ
て
対
応

で
き
る
部
分
で
す
ね
。
通
院
の
方

が
増
え
て
病
院
を
通
る
路
線
を
増

や
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
・

中
学
生
の
通
学
・
帰
宅
の
便
は
夏

と
冬
で
時
間
が
変
わ
る
た
め
、
教

育
委
員
会
や
学
校
と
協
議
し
て
、

ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

│
路
線
バ
ス
の
改
善
点
は

松�

田　

車
両
や
運
転
手
の
数
が
限
ら

れ
る
た
め
、
便
数
を
増
や
す
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
ス
停
以
外
で
も
乗
り
降
り
で

き
る
フ
リ
ー
乗
降
区
間
を
作
っ
た

り
、主
要
な
路
線
を
バ
ス
が
担
い
、

自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
を
乗
合
タ

ク
シ
ー
が
担
う
な
ど
、
両
者
が
協

力
す
る
こ
と
で
よ
り
使
い
や
す
く

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
と
は

　

皆
さ
ん
は「
地
域
公
共
交
通
」と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

一
般
的
に「
公
共
交
通
」と
い
う

と
、
電
車
や
バ
ス
、
航
空
機
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も「
地
域
公
共
交
通
」は
、
通

学
や
通
勤
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
の

地
域
の
日
常
的
な
移
動
や
訪
れ
た
観

光
客
の
移
動
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
も

の
、
つ
ま
り
乗
り
合
い
の
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
、
地
域
鉄
道
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

　

こ
の
地
域
公
共
交
通
、
宇
城
市
で

は
乗
合
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
運

行
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
々
利
用
者
が
減
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
残
し
て
い
く

の
か
を
考
え
る
時
期
が
来
て
い
ま
す
。

　　

宇
城
市
と
い
う
名
の
、
同
じ
バ
ス

に
乗
り
、
同
じ
行
き
先
を
目
指
す
乗

客
同
士
、
地
域
公
共
交
通
の
未
来
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　

最
後
に
バ
ス
に
乗
っ
た
の
は

　

普
段
通
勤
や
通
学
な
ど
で
日
常
的

に
利
用
し
な
い
と
、
な
か
な
か
地
域

公
共
交
通
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
最
後

に
バ
ス
に
乗
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

な
ぜ
地
域
公
共
交
通
は
あ
る
の
か

　

少
し
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
、
自
家

用
車
や
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
ま
だ
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ

た
時
代
、
人
々
の
移
動
手
段
は
徒
歩

や
自
転
車
、
バ
ス
が
主
な
も
の
で
し

た
。
乗
り
合
い
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

は
、
多
く
の
人
の
身
近
な
生
活
の
移

動
手
段
と
し
て
無
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
し
た
。

マ
イ
カ
ー
時
代
の
到
来

　

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
つ
の
き
っ
か
け

に
、
日
本
中
に
高
速
道
路
が
整
備
さ

れ
、
マ
イ
カ
ー
時
代
が
到
来
。

　

高
度
経
済
成
長
の
波
に
も
乗
り
、

自
家
用
車
が
一
気
に
普
及
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
に
地
方
で
は
自
家
用

車
が
１
人
に
１
台
と
普
及
す
る
に
つ

れ
て
、
地
域
公
共
交
通
を
利
用
す
る

人
数
は
ま
す
ま
す
減
り
、
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
て
、
さ
ら
に
利
用
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
で
の
地
域
公
共
交
通
は

　

そ
れ
で
は
こ
の
先
、
地
域
公
共
交

通
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
。

　

内
閣
府
が
公
表
し
た
平
成
30
年
版

高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、
日
本

の
高
齢
化
率
は
約
28
％
。
す
で
に

４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
で
す
。

２
０
３
５
年
に
は
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
住
民
が
高
齢
に
な
り
、
自

分
で
は
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
新
た

な
仕
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
、
再
び
東
京
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

が
、
マ
イ
カ
ー
時
代
に
替
わ
る
新
た

な
時
代
の
始
ま
り
に
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

市内バス利用者数と補助金

年度 利用者
（千人）

補助金額
（千円）

H24 1,267 79,165

H25 1,248 74,221

H26 1,206 ※92,980

H27 1,128 90,844

H28 783 101,383

H29 790 105,615

※H26は国庫補助路線対象外による上昇含む
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宇
城
市
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
現
状

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
バ
ス
ほ
ど
の

輸
送
力
を
要
求
さ
れ
な
い
地
域
で
運

行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
基
本
的
に
前
日

ま
で
の
予
約
が
必
要
に
な
る
な
ど
の

制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
自
宅
ま
で
送

り
迎
え
し
て
く
れ
る
こ
と
が
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
は
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
少
量
輸
送
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
が
、
タ
ク
シ
ー
業
界
も

バ
ス
業
界
同
様
、
運
転
手
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
た
と
き
は
運
転
手
さ
ん
に
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
お
願
い
し
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
特
徴

・
事
前
に
予
約
が
必
要

・
誰
で
も
利
用
が
で
き
る

・�

自
宅
ま
で
送
迎
あ
り

・�

目
的
地
で
は
停
留
所
が
指
定
さ
れ

　

て
い
る

市
内
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
地
区　

三
角
町
戸
馳
地
区

不
知
火
町
長
崎
地
区

小
川
町
海
東
地
区
・
小
川
地
区
の
一

部小
川
町
小お

の

へ

た

野
部
田
地
区

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
者
と
補
助
金

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
数
は
、

平
成
26
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
き

て
い
ま
す
。
補
助
金
額
は
、
利
用
者

の
人
数
や
、
利
用
区
間
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
利
用
者
が
微
減
す

る
傾
向
に
あ
り
、
バ
ス
同
様
熊
本
地

震
前
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

事
業
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

乗
合
タ
ク
シ
ー
を

海
東
地
区
、
小
野
部
田
地
区
で
運
行

　

小
川
タ
ク
シ
ー　

山
本
芳
子
さ
ん

│
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
始
め
た
の
は

山�

本　

平
成
20
年
か
ら
で
す
。
海
東

地
区
の
路
線
バ
ス
が
廃
止
に
な

り
、
代
わ
り
の
交
通
手
段
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。

│
こ
の
10
年
の
乗
客
数
の
変
化
は

山�

本　

開
始
当
時
は
、
１
台
に
４
人

と
満
員
に
な
る
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
徐
々
に
減
っ
て
い

ま
す
。

　
�

今
乗
ら
れ
て
い
る
の
は
当
初
か

ら
の
常
連
の
方
が
多
く
、
あ
ま
り

新
し
く
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

�

若
い
方
は
皆
さ
ん
運
転
免
許
や

自
家
用
車
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
ら
、
な
か
な
か
利
用
さ
れ
る

機
会
が
な
い
よ
う
で
す
。

│
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
い
い
と
こ
ろ
は

山�

本　

自
宅
ま
で
送
迎
が
あ
る
と
こ

ろ
で
す
ね
。
小
川
の
中
心
部
で
の

乗
り
降
り
は
、
あ
る
程
度
場
所
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
行
き
と
帰

り
は
ご
自
宅
ま
で
送
り
迎
え
を
し

て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
一
般
の
タ
ク
シ
ー
に
比

べ
る
と
自
己
負
担
分
の
料
金
が
安

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所
に

よ
っ
て
は
５
分
の
１
く
ら
い
に
な

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

�

乗
る
時
間
が
合
え
ば
と
て
も
便

利
な
交
通
機
関
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

│
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
改
善
点
は

山�

本　

事
前
予
約
制
な
の
で
、
空
席

が
あ
る
と
き
に
も
、
急
に
は
乗
れ

な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
乗
り
降

り
で
き
る
場
所
が
増
え
る
と
、
利

便
性
が
増
す
と
思
い
ま
す
。

　

�

小
野
部
田
地
区
で
利
用
さ
れ
る

方
か
ら
、
生
活
圏
が
小
川
方
面
と

松
橋
方
面
の
双
方
に
あ
る
の
で
、

松
橋
方
面
に
も
行
け
れ
ば
い
い
な

と
い
う
ご
意
見
も
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。
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未
来
の
地
域
公
共
交
通

　

将
来
、
マ
イ
カ
ー
が
次
の
３
つ
で

大
き
く
変
わ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
共
有
す
る
）

・
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）

・
自
動
運
転

　

宇
城
市
で
は
、
８
月
か
ら
三
角
東

港
で「
う
き
モ
ビ
」を
始
め
ま
し
た
。

超
小
型
Ｅ
Ｖ（
う
き
モ
ビ
）、
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
の
３
つ
を

１
カ
所
で
体
験
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
Ｅ
Ｖ
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

う
き
モ
ビ

　

２
人
乗
り
の
超
小
型
電
気
自
動

車
。
フ
ル
充
電
で
最
大
１
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
走
り
ま
す
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
と

共
に
、
宇
城
市
の
新

し
い
移
動
手
段
と
し

て
、
観
光
な
ど
に
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

自
動
運
転
は
、
実
用
化
に
向
け
た

研
究
や
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

０
６
Ｇジ

ェ

ン

Ｅ
Ｎ

　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
が
作
っ
た
コ
ン

セ
プ
ト
モ
デ
ル
。「
動
く
縁
側
」と
し

て
人
々
を
ゆ
っ
く
り
と
運
び
、
交
流

を
も
た
ら
し
ま
す
。
右
の
写
真
は
、

ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
で
使
わ
れ
る
電
磁
誘

導
を
利
用
し
た
自
動
走
行
モ
デ
ル
。

宇
城
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画

　

宇
城
市
で
は
、
到
来
す
る「
高
齢

化
」「
人
口
減
少
」な
ど
を
見
据
え
た

「
地
域
公
共
交
通
の
進
む
べ
き
姿
」を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
宇
城
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」を
今
年

度
策
定
し
ま
す
。

　

８
月
24
日
に
第
１
回
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
計
画
の
根
拠
と
な
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
移
動
実
態
や
、
公
共
交

通
へ
の
要
望
な
ど
を
把
握
す
る
た
め

の
各
種
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
に
駅（
松
橋
・
小
川
・
三
角
）

や
バ
ス
の
車
内
、
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
率
直

な
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

企
画
課　

企
画
振
興
係

　

☎（
32
）１
９
０
２

　産交バス
　宣伝キャラクター
　産太くんのご紹介

　・第１回／第２回
　　バスキャラ選手権で
　　連続全国２位を獲得

・�普段はホームページや
イベントなどで、バス
の宣伝活動を行ってい
ます。

・�県内の幼稚園・保育園
で「バスの乗り方教室」
も行っています。

・グッズもあるよ。

９月２日（日））には、
交通センターから松
橋まで、夏休み特別
仕様装飾バス「サマー
バケーション号」に乗
車します。アロハシャ
ツの運転手さんに会
えたらラッキー !?

乗合タクシー利用者数と補助金額

年度 利用者
（人）

補助金額
（千円）

H24 7,988 5,461

H25 8,229 5,605

H26 8,255 6,099

H27 7,399 5,985

H28 6,398 5,344

H29 6,417 5,379

乗合タクシーは
この表示が目印

超小型EV（うきモビ）

写真提供　ヤマハ発動機㈱
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